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独
占
資
本
家
閉
再
編
の
一
組
帝

第
九
十
四
巻
三
O
六

第
五
号

O 

独
占
資
本
家
層
再
編
の
一
紐
帯

ー
ー
一
九
六
二
年
「
財
界
家
系
図
」
総
括
試
論
|
|

大

橋

隆

:重苦

階
級
構
成
に
か
ん
す
る
統
計
資
料
の
概
観

徳
川
封
建
制
下
で
は
、
基
本
的
な
生
産
者
階
級
で
あ
る
農
民
は
農
村
の
土
地
に
し
ば
り
つ
け
ら
れ
、
主
要
生
産
手
段
た
る
土
地
の
所
有

者
-
領
主
と
そ
の
家
臣
団
は
、
都
市
で
生
活
し
た
(
兵
長
分
離
〉
。
農
民
の
剰
余
生
産
物
(
モ
の
中
軸
は
米
)
が
武
士
階
級
の
消
費
に
あ
て
ら

れ
る
た
め
に
は
、
そ
の
流
通
壱
不
可
避
と
す
る
(
商
品
流
通
)

O

徳
川
期
の
身
分
制
度
は
、
商
品
経
済
を
内
包
し
た
実
物
経
済
の
下
で
、
武

士
階
級
が
農
民
の
剰
余
生
崖
物
音
搾
取
す
る
封
建
的
持
取
の
歴
史
的
場
法
制
的
形
態
で
あ
っ
た
。

幕
府
・
諸
藩
は
周
知
の
ζ

と
く
、

可
士
・
農
・
工
・
商
・
え
た
・
非
人
」
と
い
う
厳
荒
な
身
分
制
度
を
つ
{
り
あ
げ
た
の
こ
の
制
度
の

根
幹
は
、
武
主
階
級
と
農
民
階
級
の
そ
れ
ぞ
れ
の
身
分
の
世
襲
制
に
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
封
建
日
本
が
い
か
な
る
原
因
と
条
件
か
ら
、
欧

米
資
本
主
義
諸
国
の
植
民
地
と
な
る
こ
と
な
し
に
、
資
本
主
義
日
本
へ
転
生
し
え
た
か
、
そ
し
て
そ
れ
は
帝
国
主
義
国
へ
ど
の
よ
う
に
発

展
し
、
敗
戦
後
い
か
な
る
階
梯
を
へ
て
、
現
在
ど
の
よ
う
な
段
階
に
あ
る
か
。

F

」
れ
ら
の
段
階
規
定
に
か
ん
す
る
論
者
の
見
解
は
多
様
で

あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
問
題
を
解
明
す
る
一
つ
の
手
が
か
り
は
、
諸
階
級
・
諸
階
層
の
成
長
・
発
展
を
み
る
こ
と
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
る



第 1表 1870年頃《明治初踊)
の身分構成

Jl' 71 I I f;¥亙I%1 
」一一」ー1_ __  "_一一」

皇民， 1 28 1 0.0 

華族 21 2.25川 0.0

士族 31 1，094，890 I 3.6 

卒 41 830，7071 2.8 

神職 5I 146.95川 0.5

憎巴 61 227，4481 0.8 

d 計 71 2.302叫 7.7

平民 181幻，265.田川町 6

1.5 

JF 土l"'J~盟主土l
|小計 11127，786，089 1 92.3 I 

白出量出ド
資料 「統Z片偏ii;J第 8号，

107ベージによる。

註記原査は府藩県別に首相

である。

と
考
え
る
。
そ
こ
で
ま
ず
、
階
級
構
成
に
か
ん
す
る
統

計
資
料
の
整
理
か
ら
は
じ
め
る
。

維
新
政
府
は
一
八
六
九
(
明
治
二
)
年
、

上
層
身
分

443，093 9 タ

に
つ
き

公
卿
諸
公
を
「
華
族
」
(
汽
月
三

中
下
大
夫

土
以
下
を
「
士
族
・
卒
」
(
十
二
月
)
と
改
称
し
た
。
「
え

た
・
非
人
」

の
称
壱
廃
止
す
る
の
は
一
八
七

(
明
治

比
六
文
聡
が
「
統
計
集
誌
」
第
八

号
に
提
供
し
た
資
料
は
そ
れ
以
前
の
身
分
構
成
を
示
す
も
の
と
み
て
よ
い
。
そ
れ
は
第
一
表
の
ご
と
く
で
あ
る
。

凹
)
年
で
あ
る
か
ら
、

第
一
表
の
「
皇
族
」
か
ら
「
死
刑
」
に
い
た
る
価
値
序
列
は
、
当
時
の
差
別
意
識
を
し
め
し
て
い
る
。
な
お
、
そ
う
し
た
差
別
意
識
を

支
主
る
各
身
分
の
経
済
的
な
性
質
、
関
係
、
そ
の
内
部
の
幾
等
級
も
の
、
こ
ま
か
い
構
成
に
つ
い
て
は
す
で
に
多
く
の
史
家
の
研
究
が
あ

る
の
で
こ
こ
で
は
立
ち
入
ら
な
い
。
維
新
政
府
は
滑
本
主
義
へ
の
道
を
き
り
ひ
ら
く
た
め
、
封
建
的
身
分
制
度
の
整
理
(
経
済
的
に
は
一

八
七
三
七
六
主
の
秩
標
処
分
に
よ
っ
て
下
層
部
壱
切
り
す
て
る
。
後
に
、
上
層
部
に
つ
い
て
は
、
皇
宰
財
産
の
拡
大
強
化
を
は
か
り
、

貴
族
院
令
に
よ
り
、
皇
旅
成
年
男
子
全
部
、
公
侯
爵
の
三
十
歳
以
上
全
部
、
互
選
さ
れ
た
伯
干
男
爵
を
貴
族
院
議
員
と
し
て
処
遇
)
を
お

表
の
こ
と
く
で
あ
る
。

と
な
う
が
、
こ
の
事
業
を
お
こ
な
う
必
要
か
ら
政
府
は
当
時
、
身
分
表
と
職
分
表
壱
作
成
し
て
い
る
。
そ
れ
を
簡
略
化
し
て
示
せ
ば
第
二

第
二
表
に
お
い
て
も
、
そ
の
身
分
的
序
列
は
第
一
表
し
乙
本
質
的
に
は
変
っ
て
い
な
い
。
剰
余
生
産
物
に
寄
牛
す
る
「
官
員
以
下
筆
学
」

独
占
資
本
家
屑
再
編
の
一
組
荷

(
た
だ
し
こ
の
た
び
は
「
僧
尼
」
欠
落
)
に
至
る
「
公
務
自
由
業
」
が
「
農
」
以
下
の
経
済
活
動
に
従
事
す
る
職
業
集
団
の
ト
位
に
序
列

第
五
号

第
九
十
四
曹
三

O
七



独
占
資
本
家
一
層
再
嗣
の
一
紐
帯

第2表 1870年代の職分表

￥とl
l車剤比率(%)

1873年|附年

l c  d 

官 員 1 20 32 0.1 0.2 

神 官 2 6 13 0.0 0.1 

兵 障 3 25 55 0.1 0.3 

従 者 4 27 16 0.1 0.1 

小 学 教 員 5 2 。。
学 者 6 3 6 。。 。。
医 術 7 34 34 0.2 0.2 

武 術 8 1 0.5 。。 。。
事 術 9 l 1 。。 。。
筆 学 10 4 3 。。 。。

農 11 15.320 15.657 78.0 77.2 

ユじ 12 689 749 3.6 4.0 

商 13 1.289 ]， 358 6.6 6.7 

漁 業 14 4 27 。。 0.1 

排 業 15 1，805 1. 922 9.2 9.5 

雇 人 16 419 401 2.1 2.0 

修行人 17 3 7 0.0 0.0 

本業者計 1 18 1 19 •醐 1 20 . 2田 1 1回。 100.0

業開 I:~ I叶吋刊田 3総計 20I 33.303 I 34.338 I 169.5 I . 169. 3 

第
九
十
四
巻
二
一
O
入

内閣統計局欄「維新以後帝国統，[材料提基」第2輯大

正2年刊.24へージ. 55ベーシによる。なお1870年に

ついては「統計集誌J初号(1880:午〕に本衰の数字と若

干の差異ある身分査と職分玄Tが収載されている。

第
五
号

づ
け
ら
れ
て
い
る
。
寄
生
者
階
級
と
生

産
者
階
級
の
序
列
顛
倒
が
統
計
表
に
あ

ら
わ
れ
る
の
は
、

-
八
八

O
年
頃
か
ら

で
あ
る
。
た
と
え
ば
「
統
計
集
誌
」
初

号
(
一
八
八
0
1明
治
十
三
一
年
)
に
収
載

さ
れ
た
一
八
七
六
(
明
治
九
)
年
の
職
分

表
(
内
容
的
に
は
第
二
表
の
一
八
七
六

年
の
も
の
と
ほ
ぼ
等
し
い
)
で
は
、
は

じ
め
に
、
農
、
工
、
商
、
雑
業
、
雇
人

の
順
序
で
経
済
活
動
人
口
が
配
列
さ
れ
、

従
者
、
本
邦
学
以
下
の
諸
学
者
、

レ

ニ

Y

の
い
わ
ゆ
る
「
刑
吏
と
坊
主
の
機
能
」
を
担
う
も
の
を
ふ
く
め
て
「
公
務
自
由
業
」
が
配
列

し
か
る
後
に
、
官
員
、
神
官
、
兵
隊
、

の
き
ざ
し
を
み
て
と
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
身
分
と
職
分
の
統
計
表
上
で
の
配
列
順
位
の
逆
転
の
う
ち
に
、
牢
固
と
し
た
旧
来
の
身
分
的
価
値
序
列
の
崩
壊

一
八
八

0
年
代
か
ら
一
九
二

O
年
ま
で
の
時
期
は
、
日
本
は
対
外
的
に
は
日
清
、
日
露
、
第
一
次
世
界
大
戦
で
勝
利
し
、
国
内
的
に
は

資
本
主
義
経
済
を
急
速
に
確
立
・
発
展
せ
し
め
、
自
由
民
権
運
動
や
米
騒
動
を
経
験
し
た
。
と
こ
ろ
が
己
の
時
期
に
つ
い
て
は
、
全
国
的

な
階
級
構
成
を
直
接
的
に
捉
え
う
る
よ
う
な
第
一
次
資
料
が
見
当
ら
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
当
時
の
各
府
県
の
資
料
を
た
ん
ね
ん
に
集
め
、



(聞治16年 1月 1日現在)

主戸則合計i 等級別人員数 比率(%)

同業別人口l上 等|中 等 l下 副議|上等|中等|下等
a b c d I e I f I g / h 

農 1 116，855.963 1.685，596 5，056，789 10，113，578 100 10 30 60 

工 2 792.675 39.634 118.901 634.140 100 5 15 80 

商 3 I 1， 4-42. 557 865，534 432.767 144-.256 100 60 30 10 

雑 業 4 I 2.031.280 203.128 609.384 1. 218. 768 100 10 30 60 

官 員 5 22.261 11.131 11.131 100 50 50 。
神 官 6 13，282 6，61.1 6.640 100 50 50 。
兵 障 7 31. 258 31. 258 100 。100 。
従 者 " 自，874 14，814 100 。。100 

{骨 尼 9 66.594 13，319， 53.215 100 20 80 o 
学 者 10 12.147 6.074 6.073 100 50 50 

漁 業 11 26，343 1.317 25.026 100 5 。95 

医 12 35，201 21.121 14.080 100 60 40 。
雇 人 13 345，451 345，451 100 。。1曲|
職業不詳 14 15，327.416 2.014.022 4.478.671 8.834.723 100 13 29 58 

合計 1 '5 137 •肌叫山間71'0 •叫叫山3山61 100 1 '3 1 四 1 58 

1883年の職業構成吾第3衰

独
占
資
本
家
層
再
編
の
一
紐
帯

そ
れ
を
加
工
編
成
し
て
作
成
し
う
る
可
能
性
が
皆
無
と
は
考
え

ら
れ
由
が
、
そ
れ
k
は
多
大
の
手
数
が
か
か
る
。

ジによる。

当
時
の
全
国
的
資
料
が
欠
除
し
て
い
る
事
情
は
、
た
と
え
ば

一
八
八
四
年
(
明
治
十
七
}
末
に
刊
行
さ
れ
た
農
商
務
省
の
「
第

一
回
興
業
意
見
」
に
収
載
さ
れ
た
日
本
人
口
の
職
業
構
成
表
の

農商務省「第1田興業意見」巻二(明治17年刊) 5-6へ

作
成
法
壱
み
て
も
推
測
で
き
る
。
そ
れ
は
次
の
ご
と
き
方
法
に

よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
一
八
八
三
(
明
治
十
六
〕
年

一
月
一
日
現
在
の
人
員
を
内
務
省
戸
籍
局
の
調
査
結
果
か
ら
と

り
、
そ
れ
を
一

O
年
前
の
一
八
七
三
(
明
治
九
〉
年
の
職
分
表
の

構
成
比
(
第
二
表
a
列
)
を
基
準
と
し
て
按
分
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の

職
業
人
口
を
算
出
し
、
そ
れ
を
想
定
比
率
で
、
上
等

(
み
食
住

の
費
用
が
米
価
の
十
倍
壱
要
す
る
も
の
一
人
一
年
所
要
額
一
一

O
円
八

二
銭
)
、
中
等
(
同
上
米
価
の
五
倍
を
要
す
る
も
の
一
人
一
年
所
要
額

六
O
円
四
五
銭
)
、
下
等
(
同
上
米
価
の
三
倍
を
要
す
る
も
の
一
人
一

年
所
要
額
二

O
円
一
五
銭
)
、

に
割
り
ふ
っ
た
。

そ
の
よ
う
な
仕

方
で
作
成
さ
れ
た
も
の
が
第
三
表
で
あ
る
。
こ
の
全
国
民
の
生

活
費
用
合
計
十
六
億
円
余
と
計
算
し
て
い
る
。
な
お
、

「
職
業

第
九
十
四
巻

完

第
豆
号



独
占
資
本
家
層
再
編
の
一
紐
帯

第
九
十
四
器

。
第
吾
す

四

別
ま
た
は
産
業
別
人
口
」
に
か
ん
す
る
か
ぎ
り
、

一
八
七
二
か
ら
一
九
二

O
年
ま
で
(
お
よ
び
そ
の
後
も
一
九
凶
八
年
ま
で
V

山
田
雄
三

編
者
「
日
本
国
民
所
得
推
計
資
料
」
一
九
五
一
年
同
三
五
一
一
ペ
ー
ジ
)
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
そ
れ
だ
け
で
は
階
級
構

成
を
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

要
す
る
に
一
八
八
一
。
ー
一
九
二

O
年
の
期
間
に
か
ん
し
て
は
、
階
級
構
成
に
つ
い
て
地
方
的
も
し
く
は
局
所
典
型
的
な
資
料
は
と
に
か

く
と
し
て
、
全
国
的
な
階
級
構
成
表
と
み
な
し
う
る
も
の
は
、
残
念
な
が
ら
私
に
は
未
だ
見
当
ら
な
い
。
つ
ま
り
こ
こ
に
産
業
資
本
惟
立

期
お
よ
び
金
融
資
本
確
立
期
の
晴
級
構
成
表
壱
提
示
し
え
向
。
御
教
示
壱
え
ら
れ
れ
ば
幸
で
あ
る
。

日
本
で
の
国
勢
調
査
は
一
九
二

O
(大
正
九
)
年
に
よ
う
や
く
実
施
さ
れ
る
。

に
つ
い
て
は
、
既
に
上
杉
正
一
郎
氏
が
詳
論
し
て
い
あ
の
で
こ
こ
で
は
立
ち
入
ら
な
い
。
こ
こ
で
は
第
一
回
以
降
現
在
ま
で
の
主
要
な
国

な
ぜ
日
本
で
国
勢
調
査
が
い
ち
ぢ
る
し
く
お
く
れ
た
か

勢
調
査
結
果
を
組
み
か
え
て
作
成
し
た
階
級
構
成
へ
の
第
一
次
試
算
表
を
提
示
す
る
に
と
ど
め
る
。

同
勢
調
査
の
調
査
方
式
が
敗
戦
(
一
九
凹
五
年
)
の
前
と
後
で
は
根
本
的
に
異
っ
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
て
お
く
必
要

こ
の
ば
あ
い
、

が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
敗
戦
前
の
調
査
は
平
常
の
経
済
活
動
の
状
態

(
E
E
-
P
E
E
q
E
E
S
)
に
つ
い
て
調
べ
た
有
業
者
統
計
で
あ

る
の
に
対
し
て
、
敗
戦
後
の
調
査
は
一
定
期
間
内
の
経
済
活
動
の
状
態

(
E
Z乙
2

2
足。

E
2
tヨ
オ

E
E
E
)
に
つ
い
て
調
ベ
た

労
働
力
統
計
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
正
確
に
は
、
両
者
を
直
接
比
較
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
の
は
か
戦
前
は
沖
縄
県
を
含
み
戦
後
は

そ
れ
壱
含
ま
ね
等
、
こ
ま
か
い
事
項
壱
あ
げ
れ
ば
多
く
の
問
題
が
あ
る
。
し
か
し
大
体
の
階
級
構
成
の
変
化
傾
向
を
推
知
す
る
己
と
が
で

き
る
。
た
だ
し
敗
戦
後
の
そ
れ
は
、
新
し
い
歴
史
段
階
の
も
の
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。

ま
ず
は
じ
め
に
、
第
二
次
大
戦
前
の
資
料
壱
提
示
す
る
。
第
四
表
の
ご
と
く
で
あ
る
。
こ
れ
は
一
九
二

O
、
三

O
、
四

O
年
の
国
勢
調

査
結
果
を
可
能
な
か
ぎ
り
現
状
(
一
九
六
O
年
〉
上
比
較
で
き
る
形
式
に
組
み
か
え
た
も
の
で
あ
る
。

各
年
次
の
段
階
規
定
上
の
特
質
の
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独
占
資
本
家
周
再
編
の
一
暢
帯

指
摘
は
省
略
し
、
こ
こ
で
は
一
九
二

O
年
内
状

況
を
思
い
起
す
に
と
ど
め
る
。

一
九
二

O
年
は
、
日
本
に
お
い
て
失
業
問
題

が
は
じ
め
て
社
会
問
題
化
し
た
年
で
あ
る
。
大

原
社
研
「
日
本
労
働
年
鑑
」
は
そ
の
巻
頭
の
「
大

正
九
年
大
観
」
で
次
の
ご
と
く
の
べ
て
い
る
。

「
顧
み
れ
ば
欧
洲
戦
争
開
始
以
来
漸
次
繁
栄
に

お
も
む
い
た
日
本
の
経
済
は

資
本
主
義
的

組
織
の
完
成
の
途
を
た
ど
っ
て
実
に
五
年
の
長
き

あ
い
だ
末
恒
有
の
妊
景
気
そ
経
験
し
た

然

る
に
四
月
俄
然
と
し
て
経
済
界
に
一
大
波
制
酬
が
来

て
か
ら
は
、
社
会
各
方
面
に
種
々
の
変
動
が
起
つ

た
。
株
式
の
崩
落

ι
つ
れ
て
綿
市
生
糸
の
大
暴
落

と
な
り
銀
行
破
綻
の
頻
出
と
な
り
、
さ
し
も
栄
華

号
誇
っ
た
戦
時
の
成
金
連
に
も
圏
花
一
朝
の
な
げ

き
が
聞
か
れ
た
。
五
、
六
、
七
、
八
月
の
恐
怖
時

代
を
過
ぎ
て
秋
に
入
っ
て
よ
り
は
、
財
界
や
や
不

第
九
十
四
巻
一
一
-
一
一

第
五
号

五



独
占
資
本
家
層
再
編
の
一
紐
帯

第
九
十
四
巻

第
E
号

ーノ、

F

交
の
域
を
脱
し
た
け
れ
ど
も
、
低
流
は
依
然
と
し
て
険
悪
『
し
て
、
い
わ
ゆ
る
景
気
の
恢
復
は
何
時
の
日
に
あ
る
べ
き
か
を
疑
は
し
め
た
U

と島

こ
の
年
の
七
月
に
は
労
働
組
合
同
盟
会
が
つ
失
業
に
か
ん
す
る
建
誌
」
を
し
て
い
る
が
、
当
時
、

「
失
業
者
L

が
ど
の
程
度
あ
つ
た
め

か、

B
本
に
は
ま
だ
そ
の
静
態
調
査
が
な
か
っ
た
。
同
じ
「
年
鑑
」
の
第
五
篇
「
失
業
問
題
」
の
第
一
項
は
「
失
業
状
態
L

で
あ
る
が
、

ぞ
と
に
は
「
全
国
職
工
解
雇
数
月
別
調
」
が
あ
り
、
大
正
九
年
の
解
雇
者
合
計
は
九
八
四
、
一
一
一
一
五
人
と
な
っ
て
い
あ
o

し
か
し
こ
れ
は

解
雇
件
数
の
年
間
合
計
で
あ
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
失
業
者
人
日
で
は
な
い
。
第
一
回
国
勢
調
査
だ
も
、
そ
の
「
記
入
心
得
」
に
「
本
業
収
入

共
に
な
い
者
は
本
業
欄
に
斜
線
壱
引
き
、
副
業
の
な
い
も
の
は
副
業
の
欄
に
斜
線
壱
ひ
〈
こ
と
」
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
調
査
当

局
に
は
「
失
業
者
L

壱
特
に
調
べ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
す
る
意
識
は
ま
だ
現
わ
れ
て
い
な
い
ロ

時
期
は
一
九
二
三
(
大
正
十
二
)
年
の
関
東

λ
震
災
の
後
に
な
る
が
、

そ
の
頃
に
な
っ
て
も
失
業
者
の
規
定
も
そ
の
概
数
も
ま
だ
暖
昧

模
糊
た
る
も
の
で
あ
っ
た
。
福
田
徳
三
は
「
失
業
問
題
の
数
的
考
察
」
と
い
う
試
論
を
「
統
計
学
雑
誌
」
に
書
い
て
い
る
が
、
こ
れ
に
よ

っ
て
当
時
の
「
失
業
者
数
」
に
つ
い
て
の
政
府
お
よ
び
有
識
者
の
関
心
の
ほ
ど
を
み
れ
ば
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。

「
失
業
問
題
に
至
っ
て
は
更
に
甚
だ
し
い
。
某
重
要
当
局
は
東
京
の
失
業
者
は
一
一
十
五
万
人
を
算
す
な
ど
と
い
っ
て
い
る
が
、
そ
ん
な
数
は
ど
う
し

て
算
出
せ
ら
れ
う
る
か
一
向
に
説
い
て
い
な
い
。
労
働
運
動
の
先
覚
者
た
る
某
氏
さ
え
日
本
労
働
総
同
盟
の
調
査
な
り
と
し
て
、
失
業
者
総
数
三
二
一
、

五
七
四
人
だ
と
公
表
せ
ら
れ
た
り
。
二
十
五
万
も
乱
暴
だ
が
三
万
三
千
に
至
っ
て
は
、
実
に
お
話
に
な
ら
ね
暴
算
と
い
わ
ね
ば
な
ら
ね
。
し
か
し

な
が
ら
市
勢
調
査
や
国
勢
調
査
の
集
計
行
程
の
経
験
仁
徴
す
る
と
右
の
結
果
が
公
け
に
せ
ら
る
る
は
、
果
し
て
何
時
の
こ
と
で
あ
ろ
う
か
、

去
る

士
正
九
年
の
国
勢
調
査
の
結
果
は
東
京
市
に
つ
い
て
は
辛
い
当
局
者
の
非
常
の
努
力
と
勉
強
の
お
か
げ
で
本
年
三
月
ま
で
に
浩
か
ん
な
報
告
六
冊
の
刊

行
壱
完
了
し
た
が
、
日
本
全
国
に
つ
い
て
は
、
未
だ
『
速
報
』
と
い
う
短
篇
の
ほ
か
、
な
に
も
の
も
公
け
に
せ
ら
れ
た
の
を
聞
か
な
い
。
こ
の
割
合
で

十
一
月
十
五
日
調
査
(
東
京
市
の
羅
担
者
詞
五
i
筆
喜
)
の
結
果
が
今
か
ら
三
年
後
に
で
も
な
っ
て
公
け
に
せ
ら
れ
る
次
第
で
あ
る
し
仁
、
餓
死
す
べ
き



第 5奇第2次大戦後の階融構成試算表〈因調担替え〉

¥諸¥階¥級¥¥入年¥次¥¥1  

実数〈単位千人〉 比 率

1950和年 fトl1I(9昭些5b5和年引|lI 1(93昭56恒和0年 1(29昭55d年和0年)l I |1 2〈93昭50e年5和年〉 l ||| 1〔93昭5明f年和年〉〔2昭~年
a b C 

労働力人口 1 136，309 39，908 44，009 100.0 100.0 100.0 

I管理的職業従事者 2 592 705 933 1.6 1.8 2.1 

会社役員 3 149 334 516 0.4 0.8 1.2 

管理的職員 296 281 0.6 

その他法人の役員 39 0.1 

個人企業経営者 6 172 75 97 0.5 0.2 0.2 

E高級官吏・軍人警官 7 375 382 413 0.8 1.0 0.9 

高紐官吏 8 117 10' 84 0.3 0.3 。2

軍 人 9 75 155 205 0.2 0.4 0.5 
警 官 10 108 123 124 0.3 0.3 0.3 

E自営業者層〔官自由業〉 11 21，373 21，250 20，099 58.9 g3.2 45.7 

雇 用 主 12 625 1，018 1，090 1.7 2.6 2.5 

家甚営業，単独営業者 13 8， 50..1 I 8， 258 8，502 23.4 20.7 19.3 

家族従事者 14 12，245 1 1l，974 10，508 33.7 30.0 

( ，のうち，農林車産業) 15 (16，189)1(15，046) (13，486) (44.6) (37.7) (30.6) 

E雇用者失業者 16 13，894 17，571 22，556 38.5 44.0 51. 3 

専門的，技術的職業 17 1， 337 1，634 1，810 3.7 4.1 

事 来事 昌 18 2，808 3，159 4，958 7.8 7.9 10.1 
胆売サーピ見 19 1，645 2，884 3，675 4.5 7.2 8.4 

生産的労働者 20 7，445 9，139 12，291 20.5 22.9- 27.9 

完全失業者 21 734 754 319 2.0 1.9 0.7 1 

(wのうち，官公雇用者) 22 (2，704) (2，767) く3，058) (7.4) (6.9) (6.9) 

(買のうち，公共企業体〉 23 (573) (664) (688) (1. 6) (1.7) 0.6) 
v不詳分類不能 24 75 。 8 0.2 0.0 
非労働力人口 25 46， R91 49，358 49，410 129.1 123.7 122.7 

総 人 口 26 83，200 89，276 93，419 229.1 223.7 212.3 

独
占
草
木
家
層
再
編
の
一
週
帯

第
九
十
四
巻

人
は
大
抵
死
ん
で
し
ま
っ
て
、

何
回
目
か
の
命
日
に
相
当
す
る

」
と
に
な
る
か
も
知
れ
な
い

宜 セ
しン
し 、 サ

でス
あと
ろし
号.，て
」 は

が そ
才L

目で
前も

の
失
業
者
、
ま
た
は
羅
災
者
叩

教
済
資
料
を
』
つ
る
こ
と
が
急
務

で
あ
る
、
と
。
福
田
氏
は
お
役

資料および算定法については註10参照。

人
統
計
の
無
責
任
を
せ
め
る
と

共
に
、
氏
自
身
で
概
念
を
定
め

て
計
算
し
「
東
京
市
内
外
に
現

住
す
る
失
業
者
の
の
総
数
は
十

万
十
一
万
五
千
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
て
そ
の
中
、
土
業
失
業

者
の
数
は
六
万
六
万
七
千
人

い人位
る位
の、で商
であ業
品ろ失

王Z台haめ〉
と lは立
推三
定万
し三
て千

第
五
号

七



独
山
資
木
家
層
再
編
の
一
紐
帯

第
九
十
四
巻

三
一
回

第
五
号

八一

右
の
ご
と
き
状
況
で
、

一
九
二

O
年
に
は
全
国
の
失
業
者
数
は
(
全
国
で
二
四
万
二
千
人
と
の
計
算
も
あ
る
が
〉
不
詳
と
す
る
の
が
妥

当
で
あ
ろ
う
。
た
だ
注
意
す
べ
き
は
同
じ
く
「
失
業
者
」
と
い
っ
て
も
、
資
本
主
義
の
発
展
段
階
に
よ
っ
て
そ
の
性
格
に
変
化
が
あ
り
、

モ
の
捉
え
方
も
変
っ
て
く
る
。
こ
の
こ
と
は
諸
階
級
、
諸
階
層
の
レ
づ
れ
に
つ
い
て
も
云
い
う
る
こ
と
で
、
階
級
分
析
が
再
生
産
構
造
の

歴
史
的
段
階
規
定
と
の
関
連
を
無
視
し
え
白
所
以
で
あ
る
。

つ
ぎ
に
第
二
次
大
戦
後
の
階
級
構
成
の
試
算
表
を
し
め
せ
ば
第
五
表
の
ご
と
く
で
あ
る
。
こ
こ
で
も
各
年
次
の
社
会
経
済
的
局
面
に
お

け
る
特
徴
。
つ
け
を
省
略
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
が
、
さ
ら
に
次
の
こ
と
壱
お
こ
と
わ
り
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
本
稿
で
も
ま
だ
、

独
占
資
本
主
義
下
に
お
け
る
諸
階
級
・
諸
階
層
は
、
理
論
的
に
い
か
に
分
類
さ
る
べ
き
か
、
と
い
う
最
も
基
本
的
な
盟
論
問
題
が
未
解
決

で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
c

漸
定
的
な
私
見
を
敢
え
て
の
ベ
己
な
ら
ば
、
社
会
階
級
論
は
再
生
産
論
(
H
d

十
日
1
ロ
ロ
お
よ
び
蓄
積
)
を

基
礎
と
し
、
国
富
統
計
論
(
C
お
よ
び
そ
の
元
本
)
と
国
民
所
得
論
言
、
ー
の
l
〈
+
日
)
を
媒
?
と
し
て
構
成
し
う
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え

て
い
る
。
こ
こ
で
は
そ
こ
ま
で
立
ち
い
ら
な
い
。
そ
こ
で
第
四
表
、
第
五
表
の
諸
規
定
も
園
調
の
技
術
的
規
定
を
転
用
し
た
も
の
に
す
ぎ

ず
、
そ
の
機
械
的
組
み
か
え
に
す
ぎ
な
い
。
こ
の
意
味
で
こ
れ
ら
の
諸
規
定
は
理
論
的
に
は
根
本
的
に
再
検
討
を
要
す
る
も
の
で
あ
る
。

再
検
討
に
参
考
に
な
る
の
で
、
よ
り
体
系
的
と
み
ら
れ
る
佐
藤
耕
一
氏
の
諸
階
級
・
諸
階
層
の
分
類
衰
を
あ
げ
て
お
く
。
次
の
ご
と
く
で

あ
る
。

A 

資
本
家
階
級
(
産
業
別
、
男
女
別
、
年
齢
別
)

)
 

d
i
 

(
 
独
占
資
本
家
層

(且)

非
独
占
資
本
家
層

的(
 
大

資

本

ヨ民

。)
(a) 

暴

力

装

置

(a) 

金

利

ヰ

活

者

自

書I

隊

員

ω 
経

営

者

ω 
中

資

木

家

(b) 

警

官



(c) 

保
守
政
治
家
・
高
級
官
僚

B 

米
国
支
配
階
級
代
理
人

小
ブ
ル
ジ
ョ
ア
層
(
産
業
別
、
男
女
別
、
年
齢
別
)

ゆ
。)

小
ブ
ル
ジ
ョ
ア
上
層

ω
 
都
市
小
プ
ル
ゾ
ョ
ア
上
層

(b) 

農
村
小
ブ
ル
ジ
ョ
ア
上
層
(
富
農
)

C 

半
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
層
(
小
ブ
ル
最
下
層
〕

ω 

(c) 

資

小

本

家

(c) 

在
日
米
軍
事
顧
問
団
及
在
日
米
軍
人

(の

地

ブ
ル
ジ
ョ
ア
・
イ
デ
オ
ロ

l
グ

林

主

(4，) 

山

(2) 

小
ブ
ル
ジ
ョ
ア
下
層

例
都
市
小
ブ
ル
ジ
ョ
ア
下
層

(3) 

独
立
自
由
業
者

(b) 

農
村
小
ブ
ル
ジ
ョ
ア
下
層
(
中
農
)

(
産
業
別
、
男
主
別
、
年
齢
別
)

都
市
半
プ
ロ
レ
タ
リ
ア

農
村
半
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
(
貧
農
)

努
働
者
階
級
(
産
業
別
、
独
占
、
訓
独
大
・
中
・
小
企
業
別
、
男
女
別
、
年
齢
別
)

(t) 

D 

)
 

1
 

f
 

理

員

管

職

(叫

業

者

以
上
に
よ
っ
て
一
応
、
こ
れ
か
ら
問
題
と
す
る
独
占
資
本
家
層
の
搾
取
と
収
奪
の
主
た
る
舞
台
で
あ
る
日
本
の
階
級
構
成
の
数
的
変
遷

失

の
あ
ら
ま
し
を
示
し
主
た
と
と
と
す
呂
。

独
占
資
本
家
間
再
嗣
の
一
紐
市

(2) 
(a) 

不
生
産
的
労
働
者

(3) 

生
産
的
労
働
者

農
林
漁
業
従
事
者

事

務

従

事

者

(司

日))

販

売

従

事

者

(t) 

採
鉱
採
炭
業
従
事
者

(c) 

サ
ー
ビ
ス
従
事
者

(c) 

運
輸
、
通
信
業
従
事
者

(<1) 

製
造
業
生
産
工
程
従
事
者

第
九
十
四
巻

五

第
五
号

九



独
占
資
本
家
層
再
嗣
の
一
紐
帯

第
九
十
四
巻

一』ノ、

第
五
号

O 

独
占
資
本
家
層
に
つ
い
て
の
問
題

現
在
、
日
本
経
済
を
支
配
し
て
い
る
も
の
が
数
個
の
資
本
制
巨
大
企
莱
集
団
で
あ
る

ιと
に
は
誰
も
異
論
は
な
か
ろ
う
。
こ
の
国
民
大

衆
を
支
配
す
る
数
個
の
資
本
制
巨
大
企
莱
諸
集
団
に
つ
い
て
の
問
題
は
、
付
資
本
制
巨
大
企
業
諸
集
団
が
、
い
か
な
る
機
関
・
機
構
に
よ

り
、
日
本
経
、
併
を
い
か
に
支
配
し
て
い
る
か
、
と
い
う
い
わ
ば
対
国
民
的
支
配
構
造
の
問
題
と
、

H
H
こ
の
巨
大
企
業
諸
集
団
は
い
か
な
る

機
関
・
機
構
に
よ
っ
て
相
互
に
連
合
し
、
結
局
は
い
か
な
る
人
々
に
よ
っ
て
い
か
に
支
配
さ
れ
て
い
る
か
、
と
い
う
独
占
組
織
内
支
配
構

造
の
問
題
、
と
に
わ
け
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
後
者
に
つ
い
て
は
さ
ら
に
、
帥
巨
大
企
業
諸
集
団
聞
の
勢
力
関
係
の
問
題
、

ω個
々
の
巨
大
企
業
集
団
内
部
の
支
配
構
造
の
問
題
、
と
に
わ
け
て
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
こ
で
の
当
面
の
問
題
は
、
個
々
の
巨
大
企

業
集
団
に
、
そ
の
統
括
的
機
能
を
果
し
う
る
よ
う
な
、

「
資
本
所
有
」
を
基
礎
と
す
る
強
固
な
支
配
中
椙
が
形
成
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か

で
あ
る
。
と
く
に
こ
の
点
は
外
国
資
本
の
日
本
進
出
に
当
面
し
て
、
島
丞
の
展
望
と
関
連
し
て
問
題
で
あ
ろ
う
。

現
在
は
周
知
の
ご
と
く
、
巨
大
企
業
の
主
要
株
主
は
機
関
株
主
亡
、
そ
の
株
式
持
合
い
が
主
要
な
形
態
で
あ
る
が
、
機
関
株
主
の
背
後

に
、
真
に
支
配
的
な
株
主
の
人
的
組
織
が
成
立
し
て
い
る
か
ど
う
か
、
が
問
題
で
あ
る
。
こ
の
存
否
を
あ
き
ら
か
に
す
る
に
は
、
巨
大
企

業
の
株
主
名
簿
壱
あ
つ
め
て
、
主
要
個
人
株
主
ま
た
は
そ
の
同
族
に
つ
い
て
名
寄
せ
作
業
を
お
こ
な
わ
ね
ば
な
ら
ね
。
わ
れ
わ
れ
に
は
そ

「
財
界
家
系
図
」
に
よ
っ
て
、
あ
と
で
一
市
す
第
六
表
の
ご
と
く
、
経
済
的
側
面
に
か
ん
し
て
は
見
出
し
縦

の
能
力
が
な
い
の
で
、
当
面
、

行
に
指
標
を
と
り
、
見
出
し
横
列
に
は
い
わ
ば
経
済
外
的
な
親
戚
関
係
を
指
標
に
と
っ
て
、
ひ
と
つ
の
試
み
を
示
し
た
。
こ
の
よ
う
に
仕

組
ん
だ
目
的
は
、
日
本
の
巨
大
企
業
ま
た
は
そ
の
系
列
企
業
集
団
壱
支
配
す
る
に
足
る
だ
け
の
株
式
(
支
配
可
能
株
数
)
が
、
ど
の
範
囲
の

親
戚
関
係
内
に
確
保
さ
れ
て
い
る
か
壱
見
当
づ
け
る
た
の
で
あ
る
。



い
う
ま
で
も
な
く
、
資
本
制
企
業
が
個
人
の
所
有
に
属
し
、
個
人
的
支
配
の
枠
に
と
じ
こ
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、

今
日
み
る
よ
う
な
巨
大
企
業
な
ど
は
成
立
し
え
な
い
。

こ
う
し
た
個
人
的
な
所
有
と
支
配
の
枠
は
、
周
知
の
ご
と
く
「
株
式
会
社
」
組
織

に
よ
っ
て
打
ち
ゃ
ぶ
ら
れ
、

「
資
本
の
所
有
」
と
「
資
本
の
機
能
」
は
分
離
さ
れ
た
。
し
か
も
資
本
の
機
能
は
再
生
産
構
造
の
拡
大
・
発

展
に
つ
れ
ま
す
ま

1
多
岐
に
分
化
し
、
そ
の
組
織
化
を
必
要
と
し
た
。
し
か
し
、
だ
か
ら
と
云
っ
て
資
本
主
義
社
会
で
資
本
所
有
が
資
本

諸
機
能
〔
企
業
・
経
営
者
)
の
統
轄
・
管
理
力
を
失
っ
た
と
み
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
支
配
可
能
株
数
(
支
配
株
主
は
一
般
株
主
が
多
く
な

れ
ば
な
る
ほ
ど
、
そ
の
持
株
比
率
を
低
下
せ
し
め
う
る
に
と
は
周
知
〕
の
保
有
機
関
は
個
人
か
ら
同
族
に
、
同
族
か
ら
延
長
さ
れ
た
縁
者

集
団
に
、
縁
者
集
団
か
ら
さ
ら
に
延
長
さ
れ
た
一
定
の
人
的
組
織
(
独
占
資
木
家
居
)
に
拡
大
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
所
有
側
に
お
い
て
組

織
化
さ
れ
た
一
定
的
人
間
集
団
の
手
中
に
、
支
配
可
能
株
数
が
集
中
・
確
保
さ
れ
て
い
る
か
ぎ
り
、
資
本
制
社
会
に
お
い
て
は
強
弱
の
差

は
あ
れ
、
資
本
所
有
の
企
業
に
た
い
す
る
統
括
・
管
理
力
は
失
な
わ
れ
な
い
だ
ろ
う
。

日
本
の
現
実
が
ど
の
よ
う
な
経
過
を
た
ど
り
、
現
在
ど
の
よ
う
な
段
階
に
あ
る
か
に
つ
い
て
は
、
既
に
多
く
の
研
究
が
あ
る
が
、
こ
こ

で
ご
く
簡
単
に
日
本
財
閥
の
変
化
に
ふ
れ
て
お
く
。
一
一
一
井
、
三
菱
、
住
友
、
安
田
等
の
い
わ
ゆ
る
既
成
財
閥
(
特
殊
な
皇
族
財
閥
を
も
含

め
)
が
敗
戦
前
の
日
本
経
済
に
絶
大
な
支
配
力
を
も
っ
て
い
た
こ
と
は
周
知
で
あ
る
。
そ
の
基
本
型
は
、
財
閥
本
社
・
同
族
が
株
式
所
有

に
よ
っ
て
、
傘
下
の
銀
行
、
尚
社
、
生
産
企
業
を
支
配
す
る
と
い
う
仕
組
み
で
あ
っ
た
。
各
財
閥
は
そ
の
支
配
す
る
経
済
分
野
の
大
小
強

弱
に
よ
っ
て
特
色
は
あ
る
が
、
財
閥
本
社
・
同
族
の
圧
倒
的
な
所
有
株
式
か
ら
生
ず
る
配
当
金
壱
集
積
し
て
、
こ
れ
冶
金
融
、
流
通
、
生

い
わ
ば
自
己
完
結
的
な
蓄
積
機
構
ぞ
も
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
財
閥
本
社
・
同
族
が
、

産
の
各
分
野
の
傘
下
企
業
に
再
投
資
す
る
と
い
う
、

傘
卜
企
業
の
株
式
を
閉
鎖
的
に
所
有
し
て
傘
下
企
業
を
排
他
的
に
支
配
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
の
は
、
重
・
化
学
工
業
の
発
展
が
幼

弱
で
、
生
産
基
盤
が
狭
院
な
段
階
に
お
い
て
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
封
鎖
的
な
資
本
蓄
積
機
構
は
満
州
事
変
を
契
機
と
す
る
重
化
学
工

独
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業
の
発
展
に
よ
っ
て
変
容
を
せ
ま
ら
れ
た
(
「
財
閥
転
向
」
昭
和
八
年
句
株
式
公
開
)
。

こ
と
で
戦
前
に
新
し
い
型
を
う
ち
出
し
た
と
云
わ
れ
る
い
ま
一
つ
の
、
い
わ
ゆ
る
新
興
財
閥
に
ふ
れ
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
そ
れ
ら

は
既
成
財
閥
が
進
出
を
た
め
ら
っ
て
い
た
重
化
学
工
業
の
分
野
に
成
立
し
た
、
日
産
、
日
室
、
森
、
中
島
飛
行
機
等
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら

は
「
一
九
二
二
(
昭
和
六
)
年
以
降
の
為
替
安
の
防
壁
に
ま
も
ら
わ
、
軍
需
イ
ン
フ
レ
の
波
に
の
っ
て
開
花
し
、
急
激
に
巨
文
コ
ン
ツ
ェ

ル
V

の
体
制
を
確
立
し
た
」
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
ら
は
、
既
成
財
閥
が
本
格
的
に
重
化
学
工
業
の
分
野
に
の
り
出
し
て
く
る
と
次

第
に
後
退
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
。
己
れ
は
、
資
本
組
織
が
、
金
融
、
流
通
の
部
門
で
既
成
財
閥
に
比
し
て
い
ち
じ
る
し
く
弱
体
で
あ

っ
た
当
然
の
結
果
と
み
ら
れ
る
。

敗
戦
後
、
財
閥
解
体
に
よ
っ
て
同
族
的
支
配
株
主
集
団
と
し
て
の
持
株
会
社
は
解
体
さ
れ
た
。
し
か
し
戦
時
中
す
で
に
、
財
閥
本
社
の

持
株
比
率
は
低
下
し
、
傘
下
企
業
相
互
の
株
式
持
合
が
増
大
し
、
銀
行
と
巨
大
企
業
の
直
接
結
合
が
す
す
ん
で
い
た
。
し
た
が
っ
て
戦
後

独
占
資
本
組
織
再
編
の
原
型
は
す
で
に
敗
戦
前
に
で
き
て
い
た
と
み
な
し
う
る
。

戦
後
H
本
の
独
占
資
本
組
織
の
状
態
は
、

「
支
配
中
枢
を
欠
く
多
頭
・
多
軸
の
コ

γ
ツ
ヱ
ル

γ
」
ま
た
は
「
セ
ッ
ト
主
義
コ

γ
ツ
ェ
ル

γ
」
と
い
わ
れ
る
が
、
い
ず
れ
も
自
己
資
本
過
小
の
所
へ
系
列
融
資
を
つ
ぎ
込
ん
で
、
米
日
両
国
家
の
助
け
を
か
り
て
無
理
に
ふ
く
ら
ま

し
た
資
本
組
織
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
支
配
株
式
は
同
系
諸
企
業
内
に
集
中
さ
れ
、
主
力
銀
行
壱
中
心
と
す
る
金
融
集
団
と
系
列
企
業
聞

の
相
互
持
合
で
確
保
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
状
態
を
も
っ
て
金
融
集
団
が
コ
Y

ツ
ェ
ル

y
の
支
配
中
板
壱
確
立
し
た
と
は
み
な
さ
れ

芯
い
。
と
い
う
の
は
、
金
融
集
団
の
主
要
機
能
は
い
ぜ
ん
と
し
て
現
在
な
お
融
資
に
あ
り
、
統
轄
・
管
理
の
機
構
は
ま
だ
う
ま
れ
て
い
な

い
。
わ
ず
か
に
「
社
長
会
」
が
こ
の
機
能
を
代
行
し
て
い
る
状
態
と
み
る
の
が
至
当
で
あ
ろ
う
。

資
本
所
有
と
経
営
権
の
問
題
は
、
園
内
資
本
に
か
ん
す
る
か
ぎ
り
、
資
本
所
有
が
無
方
と
な
り
、

「
経
営
者
支
配
」
が
確
立
し
た
と
み



ょ
う
が
み
ま
い
が
、
論
者
の
自
由
で
あ
ろ
う
u

し
か
し
、
国
際
独
占
資
本
が
日
本
の
重
化
学
工
業
の
基
幹
部
門
の
支
配
株
主
と
な
れ
ば
、

そ
の
経
営
権
を
左
右
し
な
い
と
の
保
証
は
な
い
。

「
融
資
」
に
さ
え
ヒ
モ
が
つ
く
の
で
あ
る

G

こ
れ
は
現
に
石
油
精
製
業
等
で
明
白
に
進

行
し
て
い
る
事
態
で
あ
る
。

「
経
営
者
支
配
L

論
の
こ
と
き
は
、
外
資
と
の
関
係
に
お
い
て
み
れ
ば
、
新
植
民
地
主
義
の
論
理
に
ほ
か
な

》:、
o

p
v
d
わ
仙
、
し
喝

「
財
界
家
系
図
」
総
括

親
戚
関
係
の
成
立
・
持
続
・
解
消
は
経
済
関
係
の
成
立
・
持
続
・
解
消
と
は
か
な
ら
ず
し
も
対
応
し
な
い
。

し
か
し
現
実
に
は
各
階

級
-
階
層
に
婚
姻
圏
が
自
然
に
成
立
し
て
い
る
。
皇
族
の
婚
姻
閤
と
未
解
放
部
落
民
の
婚
姻
閣
が
交
錯
す
る
こ
と
は
、
現
状
で
は
ま
ず
考

え
ら
れ
な
い
。
そ
こ
に
は
ね
ぎ
が
た
い
客
観
的
・
主
観
的
な
差
別
が
現
存
し
社
会
的
隔
離
が
あ
る
。
独
占
資
本
家
層
に
も
ほ
ぼ
一
定
限
界

手
も
つ
婚
姻
闘
が
存
在
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
独
占
資
本
家
層
は
、
す
で
に
み
た
ご
と
く
、
経
済
諸
部
門
間
の
巨
大
企
業
の
持
株
、
融
資
、
繭
品
取
引
、
技
術
、
統
指
・
管

理
等
の
諸
関
係
に
よ
っ
て
結
ば
れ
て
い
る
。
現
段
階
で
経
済
的
に
意
味
あ
る
事
項
を
列
挙
し
て
も
、
系
列
諸
企
業
の
社
長
会
、
部
長
会
、

重
役
層
交
換
・
派
遣
、
職
員
層
交
流
・
出
向
、
ま
た
経
済
団
体
役
員
の
兼
任
や
そ
れ
へ
の
転
出
、
国
家
と
企
業
と
の
関
係
で
は
、
財
界
主

脳
の
政
官
界
入
旬
、
高
級
官
僚
の
財
界
へ
の
天
下
り
、
そ
の
媒
介
項
と
し
て
の
政
府
経
済
諸
機
関
、
公
社
・
公
団
の
役
職
員
、
さ
ら
に
は

ア
メ
リ
カ
政
財
界
人
と
の
諸
交
流
、
盤
寸
壱
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

右
の
ご
1
F
き
独
占
資
本
家
層
の
組
織
網
の
非
経
済
的
系
列
の
一
つ
と
し
て
、
こ
こ
で
は
財
界
の
親
戚
関
係
壱
み
る
わ
け
で
あ
る
が
、
最

近
の
公
刊
資
料
?
と
し
て
は
私
の
知
る
か
ぎ
り
、
人
事
興
信
所
刊
「
財
界
家
系
図
」

(
初
版
一
ー
ん
五
六
年
、
第
一
一
版
一
九
六
二
年
〕
し
か
な
い
。

独
占
資
本
家
的
再
嗣
の

紐
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独
占
資
本
家
周
再
編
の
一
級
市

第6去

| 親等|二親芋|三隅 1四親等| 計 ] % 

alb  c d e f 

164 133 209 586 7.4 

2 I 54 131 92 167 444 5.5 

3 I 37 68 72 108 285 3.5 

4 1 423 984 798 1，059 3，264 10.4 

5 3 28 6 25 

6 37 39 54 78 208 I 2:.6 

7 6 19 14 29 68 1 0.8 
8 29 42 60 82 213 I 0.6 

9 12 18 20 25 75 I 0.9 

46 101 152 210 509 6.3 
6 29 30 43 108 1.3 

5 7 7 19 38 0.5 

13 71 33 48 45 197 2.4 

14 154 66 132 103 455 5.6 

15 173 81 240 162 656 8.1 

16 l!:l 14 26 24 83 1.0 

17 168 247 臼3 7.5 

18 14 1 67 36 73 190 2.4 日]1，246]ι-2，Ossf2，708干 ]'00.0

]15.4% ]25.3% ]25.8% ]33.5% ]100% ] 

(1962年末現在316家族〕

摘 要 | 親等|二親芋|三隅

al b  c 

金融機関役員 164 133 
巨大会社役員 2 I 54 131 92 

旧財閥会社役員 3 I 37 68 72 
その他会社団体役員 41 423 984 798 

現 国 会 議 員 5 3 28 6 

18 国 会 常時 員 6 37 39 54 
現 市 綾官 僚 7 6 19 14 
!日 同 担 官 樺 8 29 42 60 

地方政官界支配層 9 12 18 20 

旧 華族 1|111112 6 
46 101 152 

旧将官 6 29 30 

旧植民地支配層 5 7 7 

金融機関勤務者 13 71 33 48 

巨 大会社 。 14 154 66 132 

その他会社団体 ク 15 173 81 240 

中畏目庁関係特権コース 16 I l!:l 14 I 26 

大問授C!'iI，c，"il'tf) 117 円 1 '::  1 1印
弁護士ー医師著述業 18 I 14 I 67 I 36 

計一一 ]19 ]1，山[2:'O'4il2.0s8[
% 1皿 115.4%125.3% 125.8% 

財閥家系図総括表

第
九
十
四
者

本表は家系図筆頭者を起点と Lて4親等までのものを整理した。本図収録総人員は約
15，000人である。筆頭者は一般に多数の会社に関係しているが，その筆頭記載の会社

だけにつき，会社費本金を計算する(f1963年会社年錐」による〉と，一社平均四tll.円
強となる。なお，その筆頭者だけの年所得([1963年高級所得者調」による〕は，一人
平均2，000万円以上となる。なお家族の経済力をみるには， 関係会社の資木金，家族
の所得，等をみる必要があるが省略した。

。
第
歪
号

凹

第
二
版
の
総
括
表
を
示
せ
ば
第
六
表
の

ご
と
く
で
あ
る
。

さ
オも こ
て の
い財
る界
諸家
会系
社図
の「
巨回
大次
企」

業に
集記
岡町載

内
に
占
め
る
比
重
は
概
略
つ
ぎ
の
ご
と

く
で
あ
る
の
す
な
わ
ち
、
金
融
市
場
支

配
会
社

四

O
社
中
一
四
社
、
商
品
流

通
支
配
会
社

五
O
社
中
二
二
社
、

ネ
ル
ギ

I
支
配
会
社

三
O
社
中
一
四

社
、
基
礎
資
材
支
配
会
社

ハ
O
社
中

二
三
社
、
労
働
手
段
支
配
会
社

五
O 

社
中
二
二
社
、
消
費
資
料
支
配
会
社

ハ
O
社
中
二
六
社
、
食
料
品
支
配
会
社

四
O
社
中
一
八
社
、

Y

ス

7
、
、
支
配
会

社

二
O
社
中
七
社
、
巨
大
諸
会
社
合

計

三
五

O
社

2
0
0
%〉

中

四

ハ
社
(
四
二
%
)
で
あ
る
。



右
は
、
目
次
に
出
て
く
る
会
社
の
み
の
比
重
で
あ
る
か
ら
、
筆
頭
者
の
関
係
会
社
や
親
戚
関
係
者
の
会
社
を
と
れ
ば
こ
の
比
重
は
さ
ら

に
増
大
す
る
。
し
か
し
、
本
書
に
お
け
る
会
社
の
選
定
某
準
は
わ
れ
わ
れ
の
観
点
と
は
異
な
る
の
で
、
こ
こ
に
収
載
さ
れ
た
も
の
壱
以
っ

て
日
本
の
独
占
資
本
家
層
全
体
の
親
戚
関
係
争
み
呂
に
は
不
充
分
で
あ
る
。
し
か
し
概
略
を
見
当
づ
け
右
資
料
と
は
な
し
え
よ
う
。
政
治

経
済
学
的
分
析
は
、
巨
大
企
業
集
団
の
機
関
投
融
資
で
行
き
ど
ま
り
と
な
る
と
と
な
し
に
、
そ
の
背
後
に
か
く
さ
れ
て
い
る
支
配
株
主
の

人
的
組
織
網
の
性
格
を
、
つ
ま
り
「
資
本
所
有
」
に
基
礎
を
お
く
強
固
な
支
配
中
枢
を
確
立
し
う
る
条
件
が
あ
る
の
か
な
い
の
か
、
成
立

し
う
る
支
配
中
総
の
性
格
を
、
も
っ
と
明
確
に
し
う
る
地
点
に
ま
で
つ
#
進
行
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
ろ
か
。

ω
「
統
計
葉
誌
」
第
八
号
(
一
八
八
二
年
四
月
号
)
九
六
一

O
ちへ
i
ジ
。
こ
の
表
は
、
同
誌
第
五
号
こ
月
号
〉
「
府
帯
県
所
轄
石
川
川
」
の
つ
つ
き
で
あ
る
。
な
お

こ
の
衰
に
つ
い
て
は
、
平
野
義
太
郎
「
日
木
資
本
主
義
社
全
の
機
構
」
一
九
三
四
年
刊
、
九
4
1
ジ
‘
関
山
首
太
郎
「
日
本
の
人
口
」
一
九
五
九
年
刊
、
一
五
一
ベ
ジ

の
評
価
を
み
よ
。

ω
関
山
直
太
郎
「
日
本
の
人
口
」
(
一
九
五
九
年
刊
〉
一
五
一
ベ
ジ
に
よ
れ
ば
、
こ
の
表
に
は
数
帯
の
火
事
が
あ
り
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
な
お
由
同
虎
之
凶
「
新
日

本
史
年
表
L

に
よ
れ
ば
一
八
七
一
年
の
エ
夕
、
非
人
の
呼
称
廃
止
の
項
に
は
、
「
ユ
タ
二
八
O
、
三
一
-
人
。
非
人
、
三
二
、
四
人
O
人
。
帥
枠
組
、
七
九
、

C
九
天
人

g

合
計
三
八
一
一
、
八
八
六
人
」
と
あ
る
。

ω
上
杉
正
一
師
、
日
本
に
お
け
る
第
一
四
国
勢
調
査
(
一
九
二

O
年
)
の
歴
史
的
背
景
|
|
統
計
史
に
あ
ら
わ
れ
た
日
本
資
本
主
義
の
特
質
に
つ
い
て
|
|
荒
京
経
済
大

学
「
貿
易
研
究
」
一
九
六

C
年
第
七
号
所
収
。

川
町
一
さ

δ
年
の
主
要
資
料
は
「
大
正
九
年
同
調
整
口
、
全
国
の
都
、
館
二
巻
」
第
八
表
。
「
a
3
」
宇
佐
役
員
は
、
青
木
統
計
年
眠
、
一
九
四
九
年
」
七
五
二
ベ

1

ジ
の
会
社
数
を
と
り
、
一
会
社
豆
均
五
人
の
役
員
と
し
て
算
出
。
「
a
8
」
一
帥
級
官
吏
は
、
前
掲
「
日
本
統
計
年
鑑
」
所
収
の
動
任
官
と
喪
任
官
員
の
員
数
の
合
計
。

「
a
H」
は
商
業
大
分
類
豆
の
封
務
者
に
家
事
使
用
人
を
加
え
た
u

一
九
三

O
年
の
主
要
資
料
は
「
昭
和
五
年
因
調
報
告
、
第
二
巻
、
職
業
及
産
業
」
第
四
表
。
各
項
数
値
草
出
法
は
一
九
二

O
年
の
ば
あ
い
と
類
同
。

一
九
回
。
年
の
主
要
資
料
は
「
昭
和
十
五
年
園
調
報
告
、
第
二
巻
、
産
業
上
事
業
上
の
地
位
L

第
四
表
(
銃
後
人
口
)
。
「
C
1
」
は
A
L
固
(
仲
縄
県
を
除
〈
一
有
業

独
占
資
本
家
同
比
編
の
一
紐
桁

第
九
十
四
巻

第
五
号

五



独
占
資
本
家
層
再
編

m
一
統
帝

第
九
十
四
巻

第
五
号

者
総
数
(
銃
後
人
円
〉
と
軍
人
軍
属
(
「
国
調
、
第
一
巻
」
一
昔
ベ
i
a
/
)
?甘

A
。
川
縄
を
加
算
し
な
か
フ
た
の
は
、
階
級
別
編
成
計
算
の
梗
宜
に
よ
る
だ
け
で
、
木

来
な
ら
加
算
す
べ
き
で
あ
る
。
な
お
、
一
九
四
O
年
の
「
同
調
報
告
、
第
三
巻
、
職
業
」
が
現
在
木
刊
行
の
た
め
、
産
業
(
巾
分
類
〕
事
業
上
の
地
位
別
分
簡
を
組
み
か

え
た
だ
け
。
よ
っ
て
一
九
四
O
年
は
漸
定
的
世
値
に
す
ぎ
な
い
。

同
大
原
社
会
問
題
研
究
所
「
日
本
労
働
量
」
一
九
一
一
一
年
七
月
刊
。

同
同
よ
書
、
一
七
一
一
一
ペ
ー
ジ
。

問
向
上
書
、
二
一
人
ベ
l
ジ
。

制
福
岡
徳
三
、
失
業
問
題
の
数
的
考
察
「
酢
計
学
雑
話
」
、
第
四
五
一
ニ
号
i
四
五
四
号
、
一
九
二
四
年
三
月
号
、
八
4
ペ
ー
ジ
。

ω
同
右
、
八
七
ペ
ー
ジ
。

削
一
九
五

δ
年
一
は
「
昭
和
一
五
年
国
調
報
告
、
第
=
F
A
H

一
O
%
抽
出
結
果
、
そ
の
一
亡
第
十
一
一
表
職
業
、
従
業
上
の
地
位
お
よ
び
問
女
別
十
四
萌
以
上
就
染
者
数
、

に
よ
る
。
「

a
9」
は
警
察
予
備
隊
員
、
「
防
衛
年
鑑
、
一
九
五
六
年
版
」
に
よ
る
。
「

a
M
」
は
轡
察
官
ベ
小
分
類
一
四
九
〉
か
ら
警
察
予
揃
隊
員
を
除
い
た
員
数

P

「
a

田
」
は
政
府
闘
部
機
関
(
白
木
専
売
公
社
、
日
本
固
有
鉄
道
、
四
金
融
公
皿
、
そ
の
他
〕
に
つ
い
て
、
「
日
本
摂
社
年
鑑
、
一
カ
五
一
年
一
に
よ
る
。

一
九
五
五
年
は
一
昭
和
三
O
年
匡
調
報
告
、
第
三
巻
、
一
%
抽
出
集
計
結
果
、
そ
の
一
一
一
、
静
美
L

第
四
表
に
よ
る
。

一
九
六
O
年
は
「
昭
和
三
五
年
国
調
墾
可
塑
一
巻
、
一
%
抽
出
集
副
桔
呆
、
そ
の
四
、
撃
宋
」
第
三
表
に
よ
る
。

な
お
労
働
力
統
証
と
有
染
者
統
計
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
一
九
六
四
年
七
月
の
日
本
統
計
学
会
で
論
議
さ
れ
た
が
、
そ
の
げ
式
報
告
書
は
現
在
未
刊
。

ω
仇
藤
耕
一
階
紐
構
成
衰
に
つ
い
て

l
1官
庁
統
計
の
批
判
と
従
来
の
附
蔽
構
成
表
の
紹
介
吟
味

1
1札
幌
唯
研
「
唯
物
論
L

第
一
一
一
号
(
一
九
六
四
年
凶
月
刊
)
一
ニ

0
1一
一
一
一
ペ
ー
ジ
ロ

帥
持
株
会
社
整
理
萎
員
会
「
日
本
財
閥
と
そ
の
解
体
」
一
九
五
一
年
、
「
資
料
」
一
九
五
O
年
。
松
成
義
街
、
枇
後
に
お
り
る
資
本
所
仔
と
機
関
批
資
家
「
経
開
評
論
」

一
九
六
三
年
七
月
号
所
収
。
山
田
盛
太
郎
「
戦
後
拝
生
産
構
造
の
段
附
と
農
業
形
態
」
(
一
九
六
四
年
三
月
)
、
等
。

帥
大
埠
久
雄
、
新
興
工
業
と
し
て
の
化
学
工
業
「
立
教
経
済
学
研
究
」
第
一

A
露
一
号
、
一
九
三
八
年
三
月
‘
九
九
ペ
ー
ジ
。

倒
松
成
義
衛
、
資
木
所
有
と
機
関
投
資
家
「
経
済
評
柿
」
一
九
六
一
一
一
年
七
月
号
所
収
。

帥
「
プ
レ
ジ
デ
ン
ト
」
一
九
六
四
年
八
月
号
所
眠
、
売
上
高
順
位
に
よ
る
鉱
工
業
五
O
O
社
、
同
九
月
号
所
収
、
非
鉱
工
業
業
帯
別
順
位
表
に
よ
り
箱
閉
す
定
め
た
が
、

各
部
門
内
の
業
種
は
久
我
仲
太
郎
「
現
代
資
本
家
論
」
一
九
五
九
牛
刊
の
村
吉
「
日
本
桂
済
を
支
配
す
る
一
一
一
六
O
社
」
を
嵩
考
に
し
た
。


